
匝瑳市教育委員会平成２５年３月定例会会議録 

匝瑳市議会棟第２委員会室 

 

１ 期  日 ３月２１日（木）開会 午後３時２５分 閉会 午後４時４０分 

 

２ 出席委員 委員長    川内 恵美子   

  委 員    平山 延樹  委 員  竹澤 実 

  教育長    池田 竹四 

 

３ 出席職員 学校教育課長 吉川 昇   生涯学習課長 佐藤 和 

  公民館長   今井 嘉則 図書館長   横町 昌之 

  給食室長   岩澤 薫 

 

４ 委員長挨拶 

 みなさん、こんにちは。３月、本年度最後の定例教育委員会を始めたいと思いま

す。今年度は学校、あるいは先生方が多方面にわたりニュースとなりました。１月

からは、学校、スポーツ関係の体罰の問題、２月は教員が退職金減額前の駆け込み

退職か減額かの苦渋の選択を強いられました。学校現場、生徒たちが混乱したと思

います。３月になり、千葉県の中学校で入試用調査書の記載ミスが１１５人、２～

３日前にまた５人ありました。成績データをコピーして貼り付ける際に誤ったとい

うことです。人生が変わってしまった生徒がいるかも知れません。文明の利器に頼

りすぎた結果ではないでしょうか。匝瑳市は、無事に１年が終わろうとしています。

これも皆様の努力の結果だと思います。 

 先日、小学校の卒業式に参列しました。子どもたちの手作りの卒業式に感激しま

した。身体より大きな中学校の制服を着ている児童が多く見受けられました。この

制服の中に親の期待がギューと詰まっていて、中学校を卒業する頃には、制服が小

さくなるほど、身体も大きくなり知識も増えて精神力もたくましくなっていること

と思います。 

本日は、報告事項が１件、議案事項が４号ございます。よろしくご審議くださる

ようお願いいたします。 

 

５ 前回会議録の承認（前、２月定例会分） 

     川内 恵美子 委員長 

     竹澤 実   委員 

６ 議事録署名人選出（本、３月定例会分） 

     ４月臨時会で選出 



７ 現況報告及び当面の方針 

 資料に基づき、各課館室長が２月１日から２月２８日までの現況報告及び当面の

方針について説明があった。 

 

竹澤委員 学校教育課資料の不審者情報に関してだが、現在「不審者、不審車両を

見かけたら匝瑳警察へ連絡するように」と特別な放送をしている。期間限定で１０

日間ということだが、この放送をしたことにより、抑制力が働いて不審者出没情報

が減っている状況は見られるのか。今回は１０日間の限定ということだが、今後も

不審者情報が頻繁に起こるようになった場合、このような体制を取った方が良いと

考えるがどうであろうか。 

 

学校教育課長 今の段階では状況の調査はしていない。不審者情報はあがってきて

いないが、放送しているためなのかは今後検証していくこととなる。ただ、放送の

内容が今までと大きく変わっているので、ある面では抑止力となっているのではと

考えている。現在のところ、２月１９日のようなケースは１件も出ていない状況だ。 

 

竹澤委員 ３月１３日から放送はスタートしているが、現在までに不審者情報があ

るのか。この特別放送をこのまま継続していくことは考えていないのか。 

 

学校教育課長 現在までの報告はない。防災行政無線は、災害発生時の放送が主と

なる。放送は総務課との相談となるが、今回は警察からの要請もあり、期間限定で

放送できることになっているが、毎日流せるということではない。 

 

竹澤委員 今後、年間を通じて仮に不審者情報が頻発する状況が生まれた場合には

同じような対応をすることが望ましいのではないか。 

 

平山委員 関連しての発言だが、やはり今回の１０日間に限らず流していくことが

大事だと思う。毎日流せば良いわけではないが、タイミングが重要である。春休み

または夏休みに入った時期、不審者情報があった時とかタイミングがあると思う。

総務課で防災関係が中心だから流せないという場合ではないと考える。そういう方

針で事件が起きてからでは手遅れである。教育委員会も警察へ連絡し、協力して総

務課へ働きかければ、今回のように放送が出来るのではないか。ずっと流すという

ことではなく、タイミングが重要である。タイミングを見計らってお願いしたい 

 

（その他質問等はなかった。） 

 



８ 報告事項 

報告第１号 平成２５年度の主な施策について（学校教育課） 

（学校教育課長から説明があった。） 

 

竹澤委員 匝瑳市が独自にスクールカウンセラーを市で配置したり、外国語活動に

も力を入れてこれまでやってきた。補助教員も他市と比べると多くの先生方を配置

するなど、必要な教育予算を確保して取り組んでいる。ただ、新聞報道にもあった

が、日本の国全体では OECD の中で教育予算は最低のラインだ。本市の教育予算は

減っているのか、維持しているのか、増えているのか。 

 

学校教育課長 維持している状況だ。全体でみると予算総額が少なくなってくるの

で厳しい状況だが、他課、または他市と比べると匝瑳市の教育委員会は優遇されて

いるのではないかと感じる。現在、建築関係予算が多くなっているなかではあるが、

ソフト面での事業も予算化され実施していける状況である。 

 

（その他質問等はなかった。） 

 

９ 議案事項 

議案第１号 匝瑳市育英資金返還免除の承認について（案） 

（学校教育課長から説明があり、審議の結果、可決された。） 

議案第２号 匝瑳市社会教育指導員の任命について（案） 

（生涯学習課長から説明があり、審議の結果、可決された。） 

議案第３号 匝瑳市家庭教育指導員の任命について（案） 

（生涯学習課長から説明があり、審議の結果、可決された。） 

議案第４号 平成２５年度教育委員会基本方針について（案） 

      ○匝瑳市社会教育の基本方針 

      ○匝瑳市生涯学習センター基本方針 

（学校教育課長から説明があり、審議の結果、可決された。） 

 

 

１０ その他 

○平山委員から市内通学路の危険箇所について報告があり、関係する学校への安全

指導について確認があった。 

 


